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日
本
経
済
新
聞
サ
ン
パ
ウ
ロ
支
局
長

宮
本
英
威

　

ブ
ラ
ジ
ル
に
と
っ
て
、
今
回
の
主
要
七
ヵ
国
首
脳
会
議
（
Ｇ
７
広

島
サ
ミ
ッ
ト
）
は
ほ
ろ
苦
い
結
果
と
な
っ
た
。
ル
ー
ラ
大
統
領
は
米

国
と
中
国
の
ど
ち
ら
に
も
く
み
せ
ず
、
国
際
社
会
で
独
自
の
中
立
的

な
立
場
を
構
築
し
て
影
響
力
を
発
揮
す
る
外
交
を
狙
う
。
た
だ
、
突

然
訪
日
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
と
の
首
脳
会
談

が
実
現
せ
ず
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を
め
ぐ
っ
て
中
国
や
ロ
シ
ア
寄
り

と
い
う
評
判
を
強
調
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

閉
幕
翌
日
の
五
月
二
二
日
朝
。
ル
ー
ラ
氏
は
広
島
市
内
の
ホ
テ
ル

で
記
者
会
見
に
臨
ん
だ
。
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
氏
と
の
首
脳
会
談
は
二
一

日
午
後
三
時
一
五
分
の
予
定
で
、
ル
ー
ラ
氏
は
「
待
っ
て
い
た
。
先

方
か
ら
遅
れ
る
と
連
絡
が
あ
り
、（
先
に
）
ベ
ト
ナ
ム
（
の
チ
ン
首
相
）

と
会
っ
た
。
終
わ
っ
た
後
も
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
現
れ
な
か
っ
た
」
と

説
明
し
た
。ブ
ラ
ジ
ル
側
は
再
度
調
整
に
動
い
た
が
、ゼ
レ
ン
ス
キ
ー

氏
は
二
一
日
夜
に
日
本
を
離
れ
た
。

　

こ
の
ル
ー
ラ
氏
の
会
見
に
先
立
つ
二
一
日
、
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
氏
は

会
談
が
流
れ
た
理
由
を
「
日
程
上
の
都
合
」
と
説
明
し
、「
彼
（
ル
ー

ラ
氏
）
が
失
望
し
た
と
思
う
」
と
言
及
し
て
い
た
。
す
れ
違
い
の
要

因
は
明
確
で
は
な
い
が
、
両
国
間
の
距
離
が
鮮
明
と
な
る
結
果
だ
っ

た
。
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
し
た
新
興
・
途
上
国
「
グ
ロ
ー
バ
・
ル
サ
ウ

ス
」
の
主
要
国
首
脳
の
中
で
、
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
氏
と
会
談
し
な
か
っ

た
の
は
ル
ー
ラ
氏
だ
け
だ
っ
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
の
有
力
紙
「
エ
ス
タ
ド
・
ジ
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
」
は
「
ル
ー

ラ
氏
は
Ｇ
７
の
ワ
ナ
に
は
ま
っ
た
」
と
分
析
し
て
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
寄
り
で
あ
る
Ｇ
７
側
は
「
中
立
的
な
立
場
を
と
ろ
う
と
す
る
ブ
ラ

み
や
も
と　

ひ
で
た
け　

二
〇
〇
二
年
慶
應
義

塾
大
学
卒
、
日
本
経
済
新
聞
社
入
社
。
経
済
部
、

長
野
支
局
、
証
券
部
な
ど
を
経
て
、
一
二
年
四
月

か
ら
サ
ン
パ
ウ
ロ
支
局
に
五
年
間
勤
務
。
国
際
部
、

メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
支
局
を
経
て
、
二
一
年
一
〇
月
か

ら
現
職
。
米
ブ
ラ
ウ
ン
大
、
メ
キ
シ
コ
国
立
自
治

大
に
も
留
学
。

ル
ー
ラ
大
統
領
、Ｇ
７
の「
ワ
ナ
」に
は
ま
る

—
—

ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
の
首
脳
会
談
実
現
せ
ず

Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト 

世
界
は
ど
う
見
る 
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ジ
ル
、
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
対
し
て
き
つ
い
ス
カ
ー
ト
を
は

か
せ
た
」
と
言
及
し
、ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
氏
の
突
然
の
来
日
に
よ
っ
て
、

招
待
国
に
「
踏
み
絵
」
を
踏
ま
せ
よ
う
と
し
た
の
だ
と
論
じ
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
は
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
明
確
に
「
国
際

法
違
反
」
と
指
摘
す
る
。
ロ
シ
ア
を
非
難
し
た
二
二
年
三
月
の
国
連

総
会
決
議
に
賛
成
し
た
の
は
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
で
唯
一
だ
。
経
済
制
裁
に

は
不
参
加
だ
が
、
中
国
は
も
ち
ろ
ん
、
イ
ン
ド
や
南
ア
フ
リ
カ
よ
り

も
Ｇ
７
に
近
い
。
だ
が
、
広
島
で
は
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
氏
と
会
っ
た
イ

ン
ド
の
方
が
Ｇ
７
と
の
協
調
姿
勢
を
目
立
た
せ
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
は
Ｇ

７
側
に
と
っ
て
「
中
立
で
は
な
く
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
に
非
常
に
近

く
見
え
た
」（
有
力
紙
「
フ
ォ
リ
ャ
・
ジ
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
」）。

国
際
社
会
の
変
容
に
対
応
し
き
れ
な
か
っ
た
？

　

ル
ー
ラ
氏
は
今
年
一
月
か
ら
通
算
三
期
目
と
な
る
大
統
領
を
務

め
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
招
待
国
と
し
て
Ｇ
７
に
六
回
参
加
し
て
お
り
、

二
〇
〇
八
年
の
北
海
道
洞
爺
湖
で
の
Ｇ
８
会
合
に
も
加
わ
っ
て
い
た
。

ブ
ラ
ジ
ル
外
務
省
幹
部
は
サ
ミ
ッ
ト
前
、「
招
待
国
だ
け
れ
ど
も
、
今

回
広
島
を
訪
れ
る
他
の
リ
ー
ダ
ー
と
比
較
し
て
も
、
Ｇ
７
の
経
験
は

豊
富
だ
。
振
る
舞
い
方
は
わ
か
っ
て
い
る
は
ず
だ
」と
述
べ
て
い
た
。

　

だ
が
、
ル
ー
ラ
氏
が
サ
ミ
ッ
ト
に
最
後
に
参
加
し
た
の
は
〇
九
年

だ
っ
た
。
当
時
は
ロ
シ
ア
も
メ
ン
バ
ー
の
一
角
だ
っ
た
。
一
四
年
の

ク
リ
ミ
ア
半
島
へ
の
侵
攻
、
米
国
と
中
国
の
貿
易
戦
争
の
前
で
、
先

進
国
と
中
国
や
ロ
シ
ア
が
同
じ
土
俵
で
議
論
す
る
機
会
は
多
く
あ

り
、
そ
こ
か
ら
国
際
社
会
の
構
図
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
だ

が
ル
ー
ラ
氏
や
そ
の
側
近
は
「
前
回
大
統
領
を
務
め
た
際
の
感
覚
か

ら
抜
け
切
れ
て
い
な
い
。
中
ロ
へ
の
対
抗
姿
勢
で
結
束
が
強
ま
る
Ｇ

７
内
の
変
化
を
十
分
に
は
認
識
で
き
て
い
な
か
っ
た
」
と
、
日
本
と

ブ
ラ
ジ
ル
の
両
国
の
外
交
関
係
者
は
口
を
そ
ろ
え
る
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
が
今
回
得
た
成
果
の
一
つ
は
、日
本
と
の
首
脳
会
談
で
、

岸
田
文
雄
首
相
が
ブ
ラ
ジ
ル
人
旅
行
者
に
対
し
て
ビ
ザ
（
査
証
）
免

除
に
向
け
た
手
続
き
を
始
め
る
と
表
明
し
た
こ
と
だ
。
ル
ー
ラ
政
権

は
相
互
主
義
の
立
場
か
ら
、
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
前
政
権
が
決
め
た
ビ
ザ
免

除
を
一
〇
月
か
ら
撤
廃
す
る
方
針
だ
が
、
将
来
的
に
は
日
本
向
け
は

再
度
免
除
と
な
る
可
能
性
も
出
て
き
た
。
両
国
の
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
者

や
観
光
業
界
は
歓
迎
し
て
い
る
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
は
二
億
一
四
〇
〇
万
人
の
人
口
を
抱
え
、
南
米
で
は
圧

倒
的
な
大
国
だ
。
一
〇
の
隣
国
と
地
政
学
的
に
深
刻
な
対
立
を
抱
え

て
い
な
い
の
は
大
き
な
強
み
と
い
え
る
。
二
四
年
に
は
二
〇
ヵ
国
・

地
域
（
Ｇ
20
）
の
議
長
国
に
も
な
る
。
日
系
人
は
約
二
〇
〇
万
人
を

数
え
、
日
本
と
は
伝
統
的
な
関
係
が
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
緊
張
感

が
増
す
国
際
情
勢
の
中
で
、
日
本
が
よ
り
距
離
を
縮
め
る
べ
き
相
手

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
●




